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【
う
ら
へ
続
く
】

　

加
計
学
園
疑
惑
で
新
た

な
証
拠
。「
２
０
１
５
年

４
月
に
愛
媛
県
職
員
が
官

邸
を
訪
ね
、
柳
瀬
首
相
秘

書
官
ら
と
の
面
会
記
録
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
」「
記

録
に
は
柳
瀬
氏
が
『
本
件

は
首
相
案
件
』
と
述
べ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
」

「
安
倍
首
相
の
関
与
が
い

よ
い
よ
濃
厚
と
な
っ
た
」

「
柳
瀬
氏
や
関
係
者
の
証

人
喚
問
を
行
う
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

森
友
疑
惑
。「
財
務
省

が
ご
み
撤
去
費
の
８
億
円

に
関
し
て
『
ト
ラ
ッ
ク
何

千
台
も
走
っ
た
』
と
森
友

側
へ
口
裏
合
わ
せ
の
依
頼

を
認
め
た
」「
国
が
買
い

手
に
嘘
を
つ
か
せ
て
８
億

円
を
も
値
引
き
す
る
と
は

と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
」

「
折
も
折
、
週
刊
誌
が
福

田
財
務
事
務
次
官
の
セ
ク

　

対
話
に
よ
る
平
和
的
解

決
の
方
向
に
動
き
つ
つ
あ

る
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ

ル
問
題
。
日
本
共
産
党
の

志
位
委
員
長
は
６
日
、
６

カ
国
協
議
の
関
係
国
に
あ

て
た
要
請
文
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

要
請
文
の
中
心
は
①
朝

鮮
半
島
の
非
核
化
と
北
東

ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
体
制

の
構
築
を
一
体
的
・
包
括

的
に
進
め
る
②
実
行
方
法

と
し
て
は
、「
行
動
対
行

動
」
＝
合
意
で
き
る
措
置

を
話
し
合
っ
て
一
つ
ず
つ

段
階
的
に
実
施
し
て
目
標

に
近
づ
い
て
い
く―

と
い

う
二
つ
の
点
で
す
。

　

要
請
文
は
各
国
の
大
使

館
な
ど
を
通
じ
て
伝
達
す

る
と
と
も
に
、
９
日
、
安

倍
首
相
と
党
首
会
談
を
お

こ
な
い
丁
寧
に
説
明
し
ま

し
た
。

　

会
談
で
、
志
位
氏
は
こ

の
間
、
北
朝
鮮
が
非
核
化

の
意
思
を
示
し
、
核
・
ミ

サ
イ
ル
実
験
の
凍
結
を
約

束
し
た
こ
と
、
一
方
で
米

側
が
米
韓
合
同
軍
事
演
習

の
規
模
を
縮
小
し
た
こ
と

を
あ
げ
、「『
行
動
対
行
動
』

が
一
歩
で
は
あ
る
け
れ
ど

始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
道

を
進
む
こ
と
が
重
要
だ
」

と
述
べ
、「
日
本
政
府
と

し
て
対
話
に
よ
る
解
決
の

プ
ロ
セ
ス
に
コ
ミ
ッ
ト
す

る
こ
と
を
重
ね
て
求
め
た

い
」
と
提
起
し
ま
し
た
。

　

安
倍
首
相
は
「
よ
く
検

討
し
ま
す
」
と
応
じ
ま
し

た
。

（
要
請
文
全
文
は
共
産
党

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）

平
和
的
解
決
へ
の
歴
史
的
チ
ャ
ン
ス

非
核
化
と
平
和
体
制
構
築
を

一
体
的
、
段
階
的
に

　
　
　

日
本
共
産
党
志
位
委
員
長
、
６
カ
国
に
要
請

　

３
月
12
日
の
武
蔵
野
市

議
会
本
会
議
で
、「
核
兵

器
禁
止
条
約
の
日
本
政
府

の
署
名
と
批
准
を
求
め
る

意
見
書
」
が
、
共
産
、
民

主
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
な
ど

の
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。
自
民
、
公
明
は
反

対
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
は
核
兵
器
禁

止
条
約
の
内
容
や
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｎ
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
に
触
れ
、
武
蔵
野
市
が

参
加
し
て
い
る
平
和
首
長

会
議
が
条
約
の
早
期
発
効

を
求
め
る
特
別
決
議
を
し

て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
そ

の
上
で
、
唯
一
の
戦
争
被

爆
国
日
本
の
政
府
が
率
先

し
て
核
兵
器
禁
止
に
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
と
指
摘

し
、
条
約
へ
署
名
、
批
准

を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
と
批
准
を

　
　

意
見
書
を
賛
成
多
数
で
可
決

　
　
　
　
　
　
　

武
蔵
野
市
議
会

ハ
ラ
疑
惑
を
報
じ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

加
藤
厚
労
相
が
野
村
不

動
産
社
員
の
過
労
死
を
は

じ
め
て
認
め
た
（
10
日
）。

「
遅
す
ぎ
る
。
何
故
こ
の

時
期
に
」「
ね
ら
い
は
働

き
方
改
革
関
連
法
案
の
審

議
を
進
め
る
た
め
の
環
境

整
備
だ
」「
加
藤
厚
労
相

が
報
道
機
関
へ
の
是
正
勧

告
発
言
を
し
た
藤
田
東
京

労
働
局
長
を
更
迭
し
た
」

「
権
限
を
盾
に
恫
喝
し
た

の
だ
か
ら
当
然
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
防
衛
省
も
イ
ラ
ク
や

南
ス
ー
ダ
ン
の
日
誌
の
な

ど
次
々
と
明
る
み
に
出
て

き
た
」「
安
倍
内
閣
の
隠

大きな正規と非正規の賃金格差
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政
府
が
検
討
し
て
い
る

放
送
事
業
者
の
政
治
的
公

平
を
規
定
し
た
放
送
法
４

条
の
撤
廃
に
つ
い
て
、
日

本
共
産
党
の
小
池
書
記
局

長
は
、「（
安
倍
政
権
は
）

国
政
私
物
化
、
情
報
改
ざ

ん
に
対
す
る
報
道
が
気
に

入
ら
な
い
と
、
自
分
が
悪

い
の
に
メ
デ
ィ
ア
の
せ
い

に
し
て
、
強
権
的
な
介
入

を
し
よ
う
と
し
て
い
る
」

と
述
べ
、「
言
語
道
断
」

と
批
判
し
ま
し
た
。

　

同
氏
は
放
送
法
４
条
に

つ
い
て
「
国
民
を
戦
争
へ

駆
り
立
て
る
道
具
に
な
っ

た
戦
前
の
放
送
事
業
の
教

訓
を
踏
ま
え
て
確
立
さ
れ

た
原
則
だ
」
と
強
調
。
４

条
撤
廃
は
「
放
送
法
の

根
本
を
否
定
す
る
こ
と
に

な
る
。
表
現
の
自
由
、
国

民
の
知
る
権
利
が
根
本
か

ら
破
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

放
送
法
４
条
撤
廃　
「
言
語
道
断
」

　

表
現
の
自
由
、
国
民
の
知
る
権
利
が

　

破
壊
さ
れ
る

私
物
化
さ
れ
る
国
家

　

支
配
と
服
従
の
日
本
政
治

　

中
野
晃
一
著

　

角
川
新
書
（
８
２
０
円
＋
税
）

　

立
憲
主
義
や
民
主
主
義

を
な
い
が
し
ろ
に
し
、
本

来
主
権
者
で
あ
る
国
民
を

服
従
さ
せ
る
こ
と
が
政
治

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
支

配
者
が「
国
家
を
私
物
化
」

し
て
い
る
、
と
著
者
は
定

義
す
る
。安
倍
政
権
の「
復

古
性
と
現
代
性
」「
国
民

を
従
え
て
ア
メ
リ
カ
に
従

う
た
め
に
安
保
法
制
」「
メ

デ
ィ
ア
統
制
と
『
ポ
ス
ト

信
実
』
の
政
治
」
な
ど
の

切
り
口
で
、
歴
史
的
な
流

れ
を
示
し
な
が
ら
本
質
を

暴
い
て
い
く
の
は
痛
快
で

あ
る
。　
　
　
（
Ｎ
）

安倍 9条改憲NO! 森友・加計疑惑徹底追及 !
安倍内閣退陣 !

4・19 国会議員会館前行動
日時：4月 19 日（木）18：30 ～

場所：衆議院第２議員会館前を中心に

主催：安倍 9条改憲NO! 全国市民アクション実行委員会

　　　戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会

　

米
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学

の
研
究
チ
ー
ム
は
、
サ
ハ

ラ
砂
漠
と
そ
の
周
辺
で
観

測
さ
れ
た
１
９
２
０
年
か

ら
２
０
１
３
年
ま
で
の
降

水
量
の
記
録
を
分
析
。
非

常
に
乾
燥
し
て
い
る
こ
と

を
示
す
、
年
間
１
０
０
㍉

以
下
の
地
点
の
変
遷
を
調

べ
た
結
果
、
サ
ハ
ラ
砂
漠

の
北
と
南
の
両
方
で
増
加

し
、
約
１
０
０
年
間
に
10

％
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
た
と
発
表
し
ま

し
た
。

　

北
へ
の
拡
大
は
、
人
為

的
な
気
候
温
暖
化
で
高
気

圧
に
覆
わ
れ
る
範
囲
が
広

が
っ
て
い
る
た
め
で
、
南

へ
の
拡
大
は
、
大
西
洋
上

の
気
温
が
数
十
年
規
模
で

変
動
す
る
自
然
の
気
候
サ

イ
ク
ル
の
影
響
を
受
け
て

い
る
た
め
と
説
明
し
て
い

ま
す
。

広がるサハラ砂漠
　　　100 年で 10％
米気象学会誌『ジャーナル・オブ・クライ

メート』（３月 29日付）

ぺ
い
、
改
ざ
ん
、
ね
つ
造

体
質
は
ひ
ど
す
ぎ
る
」「
安

倍
内
閣
は
も
う
総
辞
職
す

べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

米
軍
横
田
基
地
近
郊
の

中
学
校
に
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト

が
落
下
（
10
日
）。「
横
田

基
地
で
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降

下
訓
練
を
や
っ
て
い
る
と

は
知
ら
な
か
っ
た
」「
基

地
周
辺
は
住
宅
密
集
地

だ
。
人
命
に
か
か
わ
る
事

故
に
つ
な
が
る
危
険
が
あ

る
」「
夏
に
は
オ
ス
プ
レ

イ
が
常
駐
・
配
備
が
さ
れ

る
。
事
故
の
危
険
は
増
す

ば
か
り
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ハ
リ
ル
ホ
ジ
ッ
チ
監
督

解
任
。「
ロ
シ
ア
Ｗ
杯
直

　

東
京
都
は
４
日
、
豊
洲

新
市
場
の
地
下
水
か
ら
環

境
基
準(

１
㍑
当
た
り
０
・

01
㍉
㌘)

の
最
大
１
３
０

倍
の
発
が
ん
性
物
質
ベ

ン
ゼ
ン
な
ど
有
害
物
質

を
検
出
し
た
と
発
表
し
ま

し
た
。
ま
た
検
出
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
猛
毒
シ
ア
ン

は
、
水
産
仲
卸
売
場
棟
の

観
測
井
戸
で
今
年
１
月
に

１
・
４
㍉
㌘
が
検
出
さ
れ

ま
し
た
。
地
下
水
は
高
濃

学
者
か
ら
「
食
の
安
全
・

安
心
は
確
保
で
き
な
い
」

「
豊
洲
移
転
は
中
止
し
築

地
で
再
整
備
を
」
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。

豊洲新市場　ベンゼン 130 倍

　つづく地下水高濃度汚染

　　　食の安全守れない

前
な
の
に
突
然
の
解
任
に

驚
い
た
」「
選
手
起
用
や

戦
術
面
な
ど
で
選
手
と
の

【
職
場
か
ら
の
続
き
】

江
璃
花
子
選
手
が
日
本
記

録
更
新
を
連
発
。「
１
０
０

㍍
自
由
形
を
は
じ
め
出
場

し
た
４
種
目
全
て
で
更
新

し
た
。
す
ご
い
」

信
頼
関
係
が
崩
れ
た
と
い

う
」「
西
野
技
術
委
員
長

が
新
監
督
に
就
任
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

競
泳
日
本
選
手
権
で
池

度
の
汚
染
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

都
は
土
壌
・

地
下
水
を
環
境

基
準
以
下
に
す

る
「
無
害
化
の

約
束
」
を
ホ
ゴ

に
し
、
豊
洲
新

市
場
を
10
月
に

開
場
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

市
場
業
者
や
科


